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熊 本 県 広 報 誌    県 か ら の た よ り

〈地域で支える！〉

「新幹線くまもと創り」ホームページ

球磨地域

応募・お問い合わせ先

■お問い合わせ先／教育政策課  ☎ 096-333-2673  FAX 096-384-1509

「かみましきフォトコンテスト（春・夏編）」作品募集！！ 「くまもと『夢への架け橋』教育プラン」を策定しました
　上益城地域には、美しい高原や渓谷などの豊
かな自然、清和文楽や石橋に代表される歴史文
化など、絵になる風景がたくさん存在してます。
　そんな魅力あふれる上益城の観光素材を掘
り起こすため、「伝えたい“かみましき”の宝」を
テーマに、フォトコンテストを開催しています。
　皆さんが感じた「発見や感動」をお気軽に
お寄せください。
●募集期間／平成21年9月30日（水）まで　
●撮影対象／上益城郡全域の「春・夏」をイメージするもの
●賞／最優秀賞（金賞） １点（賞金５万円） ほか

いきいきと暮らせる！長寿を楽しめる！ ～長寿安心くまもとの実現を目指して～特 集

　　　　　　　　　 主な成果指標
児童生徒の1ヶ月の読書冊数（1冊以上の割合）
「いじめられたと感じた」児童生徒（公立小中学校）の割合
スポーツ実施率（週1回30分以上運動をする人の割合）

現状値  　
85％（H20）
15％（H19）

38.2％（H19）

目標値       
90％（H25）
11％（H23）

５０％以上（H25）

■認知症サポーター養成数
Ｈ20年度まで（累計）

約2万人
Ｈ23年度まで（目標）

毎年1万人（H21年度～H23年度）、計約5万人

■地域の縁がわ個所数
Ｈ23年度（目標）／500個所Ｈ20年度／181個所

平成23年3月全線開業に向けて
く ま も新 幹 線 と 創 り

検 索くまもと「夢への架け橋」教育プランホームページ
検 索かみましきフォトコンテストホームページ

産業支援課  ☎ 096-333-2321
（財）くまもとテクノ産業財団　経営支援室  ☎ 096-289-2438

“夢への一歩！学生発ベンチャー”ビジネスプラン募集
　県は、地域の将来を担う学生や起業
家の夢に向かって羽ばたく学生を応援
します。
　学生の皆さん、あなたのアイデアを具
体的なビジネスプラン（事業計画）とい
う形にして応募してみませんか。表彰者

には、県内で活躍するベンチャー企業経営者たちとの交流や起業に
必要なノウハウを学べる研修が受けられます。奮ってご応募ください。
募 集 期 間
対　象　者

募集テーマ

８月３１日（月）まで
県内の大学・高専・高校に通う学生・院生（留学生含む）
新規性・独創性のあるユニークなビジネスプラン
（例）地域資源を活用した新しい商品の企画、ＩＴを活用した新しい技術・サービスの企画など

※応募には、所定の応募票が必要です。詳しくは、ホームページをご覧ください。
※応募方法など、詳しくは（財）くまもとテクノ産業財団ホームページ
　〔 http://www.kmt-ti.or.jp/ 〕をご覧ください。

上益城地域観光推進協議会事務局（上益城地域振興局 総務振興課内） ☎096-282-3075

「晩冬の八勢橋」（秋・冬編 金賞作品）

「黄昏の鮎の瀬橋」（秋・冬編 銀賞作品）お問い合わせ先

ＳＬ復活運行記念キャンペーン「100年レイル肥薩線の旅」
　昭和50年まで人吉球磨地域で
活躍していた蒸気機関車58654
号機が「ＳＬ人吉」として今年4月
25日に復活しました。人吉球磨地
域では、これを記念して「100年レ
イル肥薩線の旅」を9月30日まで
行っています。
　期間中、ボンネットバスの運行、蔵元でしか買
えない秘蔵焼酎の販売、鉄道観光案内人による
鉄道産業遺産の案内など、魅力ある特典・サービ
スを多数用意しています。ぜひ、この機会に情緒
あふれる人吉球磨地域にお越しください。

肥薩線開通100周年記念事業実行委員会事務局（球磨地域振興局内） ☎0966-24-4113
ホームページ http://www.pref.kumamoto.jp/site/kuma-hp/

限定昼食プラン「SLご膳」

お 問 い
合わせ先

　今も運動場に響く、子どもたちの元気な声。
『こころ』は、平成17年に廃校になった小学
校を利用した「地域の縁がわ」で、約25人の
高齢者が利用されています。
　「利用者は朝早く来ても、夜遅くなっても、そ
の日突然に宿泊になってもOKです」。そう語
るのは、『こころ』を運営するNPO代表の佐藤
さん。サービスは利用者自身や家族に合わせ、
決まりごとを作らないようにしています。
　ユニークな取り組みの一つが、“自給自足”

を目指した畑づくり。『こころ』利用者は、長年農業をやってきた高齢
者が多く、種まき時期など、的確な指示をしてくれます。

　畑の作物は、近隣農家の皆さんと協力し、加工して販売。利益
が出ればみんなで芝居に出掛けることもあります。
　「介護が必要な方が自分
でいろいろできるようになっ
た時などにやりがいを感じ
ます。これからも、高齢者が
安心してイキイキと暮らせる
地域づくりに取り組みます。」
と力強く語ってくれました。

ユニークな取り組みで、高齢者の元気をつくる

　年をとっても、愛着ある家を離れることなく安心して暮らしたい。そん
な高齢者を地域の力で応援するのが「地域の縁がわ」。山都町にある地
域の縁がわ、小規模多機能ホーム『こころ』の取り組みをご紹介します。

広がれ！認知症サポーター ～地域における支援体制づくり～

いつまでも住み慣れた地域でイキイキと！
～地域の縁がわづくり～

認知症対策を総合的に推進します
～熊本発の新たなモデルの創造～

NPO法人 ボランティアネット夢工房

理事長佐藤 豊さん
（山都町）

　自分自身が認知症の家族を介護する中で、認知症のこ
とはもちろん、介護者の気持ちも周囲の人に理解してほし
いと、山鹿市認定の「認知症サポートリーダー」となりまし
た。近所のお年寄りや介護者の方たちと「縁がわ」でのお
しゃべりを通して支え合うことができればと、月に1度自宅
を開放しています。
　また、肥後にわかの「せから

しか劇団」を立ち上げ、楽しい劇で笑ってもらいなが
ら、認知症への理解を深める活動も行っています。今
後とも、無理をせずに、自分にできることを自分が楽
しんでやるということをモットーに頑張っていきます。

やまが認知症サポートリーダー

福山 壽子さん
（山鹿市）

〈医療・介護サービスで支える！〉

　2010（H22）年には、県内の認知症高齢者は
約５万人に達すると見込まれています。そこで、
県では、認知症対策について、以下の3つの柱を
立てて総合的に進めていくことにしています。

連携強化

「認知症コールセンター（仮称）」の設置（7月運用開始）

SL人吉

　県では、教育、文化、スポーツなどの振興を図
るため、「くまもと『夢への架け橋』教育プラン」
を策定しました。
　教育の目的は「人づくり」です。自らの夢とより
良い社会の実現に向かって努力する人をはぐく
むことは、豊かで活力ある熊本の未来を創造す
ることにつながります。
　そこで、計画では、「未来を拓く『くまもとの人』
づくり」という基本理念を掲げ、社会全体で教育

に取り組むこととしています。詳しくはホームページでご覧ください。

　認知症サポーターとは、認知症に関する正し
い知識と理解を持ち、地域などで認知症の人や
その家族を支援する人のことです。
　県や市町村などで実施する「認知症サポータ
ー養成講座」を受講すると、サポーターの証しと
　　　　して「オレンジリング」が渡されます。

年
全国（千人）
県内（千人）

Ｈ17 
1690
35

Ｈ19 
－
44

Ｈ22 
2080
50

Ｈ27 
2500
59

Ｈ32 
2890
65

■要介護認定者中の「認知症高齢者の日常生活自立度判定基準 Ⅱ 」以上の認知症数の推計

医療体制

地域支援体制

介護体制医療体制

地域支援体制

連携強化

「認知症対応力強化型
地域包括支援センター」の設置
「認知症対応力強化型
地域包括支援センター」の設置

介護体制

連
携
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化
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化

「熊本モデル」で認知症疾患医療センターを整備します

認知症疾患医療センター
「地域拠点型」

地域包括支援センター
（市町村）

認知症疾患医療センター
「基幹型」

かかりつけ医

○認知症専門医療の提供 ○かかりつけ医との連携
○地域包括支援センターとの連携住民

自分にできることを一つずつ

※認知症とは、いろいろな原因で脳の細胞が死んでしまったり、働きが悪くなったためにさまざまな障がいが起こり、生活するうえで支障が出ている状態を指します。

◎「地域拠点型」は地域バランスを考慮して、
　複数箇所設置し、きめ細かくカバーします。
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県では、さまざまな主体による地域福祉の拠点づくりを進めます。

○地域拠点型の専門的支援
○症例検討会、研修会の開催など

検 索新幹線くまもと創り

　認知症の早期診断や診療体制を充実するために、地域での拠点機能を担う「地域拠点型」と、県全体を統括する
「基幹型」の２層構造（「熊本モデル」）として、整備することとしています。

●認知症サポーターの養成　●地域の支援ネットワークの構築
●小規模多機能施設などを中心とした地域交流　●地域ふれあいホーム

認知症疾患医療センターを設置するなど、
認知症の早期発見や治療につなげます。

介護の必要な高齢者に
適切なサービスを提供します。

しゃべりを通して支え合うことができればと、月に1度自宅

肥後にわかの「せから
なが
今

、自分にできることを自分が楽
。

 ■お問い合わせ先／高齢者支援総室  ☎ 096-333-2216  FAX 096-384-5052   電子メール  koureishien@pref.kumamoto.lg.jp ■お問い合わせ先／健康福祉政策課福祉のまちづくり室  ☎ 096-333-2201  FAX 096-387-5992   電子メール  kenkoufukushi@pref.kumamoto.lg.jp

http://www.pref.kumamoto.jp/site/kamimashiki-hp/kamimashikifotokonntesutoharunatuhen.html
http://cyber.pref.kumamoto.jp/traffic/sinkansen_kumamoto/
http://www.higo.ed.jp/kyouikuiinkai/kiji2/pub/default.phtml?p_id=1088

